
情熱と個々への配慮

１ 患者さんの病前の社会背景と病状を理解し、
個々を尊重する治療に努める。

２ 医療の情報開示を行い、患者さんとの信頼
関係を大切にした医療を行う。

３ 地域医療連携を密にし、精神科・心療内科
の基幹病院としての役割を担う。

４ 臨床研究を行いながら、優れた医療人の育
成に努める。

五稜会病院の理念

患者さんの権利綱領

五稜会病院の職員は、患者さんの次の権利を順守
して日々の医療を行います。

１ 安全で適正な医療を公平・平等に受ける権利
２ 個人の生き方、信条、尊厳などが尊重される権利
３ 病状、検査結果、治療方法・結果などについて、

納得のいく説明を受ける権利
４ 十分な説明や情報提供のもとで、どのような医療

を受けるかを選択する権利
５ 如何なる不利益を受けることなく、検査・治療な

どを拒否する権利
６ 希望によりセカンドオピニオン（他の医師の意見

を聴くこと）を受ける権利
７ 如何なる場合も、個人情報やプライバシーが守ら

れる権利

札幌市北区篠路

学会・研究発表

当院の研究発表については病院のホームページに

も掲載しておりますのでご覧下さい。常に最新の医

療を提供出来るように、日々努力しております。

今回は学会・研究会以外の医局・心理室の合同の勉

強会の内容も紹介します。

【学会・研究会等】

平成 27 年 2 月 7 日

★第 35 回札幌市病院学会

「長期入院となった思春期・青年期患者の退院支援～多職種

での患者・家族のかかわりを通して～」 （鈴木美伸）

「ｽﾄﾚｽｹｱ･思春期病棟の看護師が再入院患者に抱く陰性感情に

ついて～ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向上にむけて～」 （山本杏奈）

「暴言と暴力を受けたｽﾀｯﾌの心理的影響とﾌｫﾛｰの必要性に

ついての検証」 （山北豊）

⇒北海道医療新聞に紹介されました。

平成 27 年 2 月 22 日

★第 40 回札幌市医師会医学会

「民間精神科病院における退院困難な思春期症例の検討」

（中島公博）

★第 40 回日本心身医学会北海道支部例会

「自閉ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ症疑いの男子高校生との関わり～活動記録を

することで登校が可能となった事例～」 （福原佑佳子）

平成27年はどんな年になるのでしょうか。

精神科の医療情勢は着実に変わってきております。

平成26年4月には改正精神保健福祉法が施行されました。
保護者制度の廃止とそれに伴っての医療保護入院の見直

し、改正精神保健福祉法の最大のポイントである「精神

障害者の医療の提供を確保するための指針の策定」がな
されました。これをもとに、平成26年4月1日から「良質

かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するた

めの指針」が運用され、今後の精神科医療の流れが決ま
っていきます。五稜会病院は、既に「良質かつ適切な医

療」を展開しています。急性期病棟、ストレスケア・思

春期病棟、療養病棟と機能分化を果たし、アウトリーチ
にも力を入れています。治療内容のさらなる充実を図り

ながら、「ひとに優しい精神科病院」創りをしていきます。

平成27年も引き続き、五稜会病院及びスタッフ共々
宜しくお願い申し上げます。

医療法人社団五稜会病院理事長：中島公博

五稜会病院正面です。今年は例年よりも雪解けは早そ
うですが、まだまだ雪が残り寒さを感じます。伏古川に抱
かれて、ひとに優しく、安心感を育んでいきます。

平成27年の五稜会病院

病院トピックス

五稜会病院のIT化

五稜会病院はIT（Information Technology)の進んだ

病院です。かつて、ITをイットと呼んだ首相がいまし

たが、今では子どももスマホを自由に操れる時代です。

IT化は、全て患者さんへの治療内容、サービス向上を

目的としています。IT化により情報の共有、迅速な対

応をすることが出来ます。当院では、平成16年から院

内の情報ツールとしてGMCnet's、院内ホームページ開

設、平成22年から電子カルテの運用を行っています。

時代の流れにそって進化し続けています。

最近の精神科医療政策のご紹介

平成26年4月１日から改正精神保健福祉法が施行

改正法では、保護者制度の廃止と医療保護入院に手

続の見直しがなされました。高齢化している家族の負

担軽減の趣旨は理解できます。一方、医療保護入院

（病状が重く患者自身が入院の必要性が理解出来ない

場合の入院形態）の同意者が「家族等」となり、範囲

が広がったことにより、今まで疎遠だった「家族等」

も同意取得の対象になりました。それに伴って、市町

村長同意の要件である「当該精神障害者の家族等のい

ずれもいないか、又はその家族等の全員がその意思を

表示することができないこと」が様々の問題を生じさ

せています。家族等のうちいずれかの者がおり、その

同意が得られない時には医療保護入院が出来ないこと

になってしまいました。「家族等」が心神喪失状態か

どうかを判断することの困難さや、外国人の場合に本

国の「家族等」への同意は言葉や書類上の問題が生じ

ています。緊急を要している場合でも「家族等」との

やりとりが出来ずに手続が終了するまでに長時間を要

することもあります。迅速な入院治療の導入を妨げて

いる市町村長同意の要件緩和が是非とも必要です。

当院は患者さん本位の医療を提供しようと

考えております。

お気づきの点はご相談下さい。

五稜会病院 概要
標榜科名：精神科・心療内科・内科・消化器科

病床数 193 床

急性期病棟 48 床

ｽﾄﾚｽｹｱ・思春期病棟 48 床

療養病棟 A 49 床

療養病棟 B 48 床

従業員数 約 200 名

医師数 常勤 ８名 非常勤 ４名

看護師 84名

薬剤師 ２名

臨床検査技師 ２名 非常勤 ２名

臨床心理士 ８名 非常勤 ４名

作業療法士 ８名 音楽療法士 １名

精神保健福祉士 10名

五稜会病院沿革
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編集後記

平成27年は羊年、癒し系の動物です。私たちの五稜会病
院は「ひとへの優しさ」をこころ掛けています。相手を思いや
る気持ち、他者への配慮とそれに対しての創意工夫が大事
だと思います。本年もご購読を宜しくお願いします。

治験のご協力のお願い
現在、当院では 「うつ病」、「双極性感情障害」、「統

合失調症」 に対する薬剤の臨床治験を行っています。
創薬（薬を創りだす）は国家戦略の一部です。

臨床治験を行わないと、良い薬を世の中に出すこと
は出来ません。参加される方には負担軽減としての
費用を差し上げています。詳しく知りたい方は主治
医にご相談下さい。

難治性うつ病
色々な抗うつ剤を使用してもなかなかうつ状態が改善

しないこともあります。当院では一般的な抗うつ剤でも

効果不十分なうつ病の患者さんへの治験を実施中です。

統合失調症

典型的な症状は幻聴と妄想です。最近では主治医か

ら病名の告知もなされています。かつてのような不治

の病ではありません。適切な薬物療法が必須です。



私たちは、学校や会社など社会の中で、人間

関係やプレッシャーなどによる様々なストレス

に囲まれています。ストレスによって心身が不

調な時には、プライバシーを守り環境を変える

ことも大切な治療の基本です。

ストレスケア病棟という包容力のある安心安

全な環境で心と体が解きほぐされ、十分な睡眠

と休息のあとにエネルギーが充電され自らの復

元力によって自信を回復していく過程を私たち

はお手伝いします。 当院は北海道で唯一の「日本ストレスケア病棟研究

会」会員です

ストレスケア・思春期病棟は、プライバシー

に配慮し人目を気にせずゆったりと過ごすこと

ができる個室中心の病棟で、神経症やうつ病な

どのストレス関連疾患の方に入院して頂く開放

病棟です。なおかつ、入院治療を受けながら通

学・通勤することが可能な病棟となります。

広々とした癒しの空間とリラックスできる環

境の中で静養して頂きながら、精神療法・薬物

療法・作業療法・認知行動療法などの集中的な

治療を行います。

ストレスに対処していくことはその人らしい

心豊かな生活を送っていく上で重要な課題と言

えます。ストレスケア病棟では、個々の患者さ

んの能力を高める治療プログラムを積極的に取

り入れ、入院から退院に至るまで病状に合った

様々な治療を行います。【個室Bタイプ】 1500円/日 TV・冷蔵庫付

当病棟には、患者さんが安心して入院生活

を送れるよう「病棟コンシェルジュ」がいま

す。主な仕事は、快適な療養空間の演出など

アメニティー面での充実、入院生活に関する

説明・案内、忘れ物の管理、医師や看護師・

心理士との橋渡しなどのサポートを行います。

院内の照明は、時間帯によってどの

明かりを使うか判り易く表示してあ

ります

つ等の新たな取り組みもスタートし

ています。

限りある資源をみんなで共有して

いくために、病院のみならず、みな

さんもエコ対策へのご協力をお願い

いたします。

10代の患者さんにとって、入

院して不安なのは治療だけでは

なく、勉強の遅れや学習の空白

期間による不安があると思いま

す。そのような不安を抱えてい

る患者さんに向けて家庭教師に

よる勉強のサポート、朝読書、

思春期グループ(アネモネ)などを

行っています。

去る平成26年12月13日、札幌市自閉症発達障害支援センター主催のシンポジウムが

開催され、「精神科病院の立場から」というテーマで登壇させていただきました。

近年、精神科病院からの退院時支援や地域定着支援の重要性が高まっている状況の中、

矯正機関・精神科リハビリテーション機関・精神科病院の現状と課題を共有することが

でき、どのような知識やフレームワークを持ち・どのようなまなざしで発達障害を抱え

る方を支援することが大切なのかを再確認することができました。

前半はこころとそだちのクリニックむすびめ田中康雄先生の基調講演、後半は矯正機

関・精神科リハビリテーション実施機関・精神科の現状をシンポジウム形式で、当院か

らは精神科における発達障害診断目的での来院者の現状や、思春期ケースへの支援を通

じて支援における工夫点や課題について発表させていただきました。

発達障害を抱える方の支援は一機関だけで完結するものではありません。その方の能

力や取り巻く心理社会的な状況を的確に捉え、ニーズに合わせた柔軟な対応の積み重ね

が、発達障害を抱える方のサポートに繋がるため、このシンポジウムでの学びが多くの

機関や支援者が当事者に届く支援を行える連携の第1歩となればと願っています。

五稜会病院は平成19年から『さっぽろエコメンバー』の一員

として、エコ活動に自主的に取り組んでいます。取り組み内容

としては、時間帯ごとの照明管理、飲料水として地下水の利用、

適切なごみの分別、使用できる文房具の再利用、CO2削減に効

果的なバイオディーゼル燃料（食用廃油）の使用等を行ってき

ました。

そして、一昨年から着工している新棟建設時にもLED照明・

人感照明の使用、節水トイレ、エアタオルの設置といった、エ

コに配慮した設備作りとなっています。

さらに、昨年11月よりエコプロジェクトを発足し、よりス

タッフにエコ活動を意識してもらうように月間強化目標の設定

や、館内温度を20～23℃の適正温度（環境省推奨温度）に保




